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朝夕、ひんやり寒さを感じるようになりました。日中は過ごしやすく、外遊びに

はもってこいの季節です。 

今の季節は「食欲の秋」と言われるように、秋は食べ物が美味しい季節です。栗

やカキ、ぶどうにリンゴ、様々なものが旬を迎え、収穫されます。野菜や果物ばか

りでなく、サンマやイワシ、酒なども美味しくなってきます。栄養たっぷり詰まっ

た旬の食べ物をとって、健康に過ごしましょう。 

さて、今月は歯科検診と浅虫水族館の親子遠足とハロウィンがあります。元気に

参加できますように、園でも体調管理に気をつけます。今後も、何かお気づきのこ

とがありましたら、園に連絡をお願いいたします。 

 

   

日 月 火 水 木 金 土 

1 

運動会 

2 安全点検日 

 

3 

身体測定日 

4 

 

5   6 7 

8 9 

スポーツの日 

10 目の愛護デー  

 

11 

 

12 13 

 

14 

15 16  

 

17 

 

18 

リトミック 

 

19   

 

20 

教育費納入日 

歯科検診 

21 

22 23 24 

 

25 26 

10 月生まれ 

お誕生会 

27 

 

28 

親子 

遠足 

29 30 31 

ハロウィン 

※10月生まれのお勘定会は、日にちが変更になりました。 

10月 27日（金）⇒ 10月 

 

  

 

認定こども園 

あすなろキッズ園 
 

10月の予定 

令和5 年 

 

 

 

 

10月 

１０月２８日（土）『親子遠足（浅虫水族館）』 

数年ぶりに親子遠足を計画しました。今回は、親子一

緒に青い森鉄道に乗って水族館に行きます。 

車窓からどんな景色がみえるかな？何回、駅に止ま

るかな？ 踏切は何個あったかな？ 

 いちご・もも２組のお友だちは、お休み 

となります。 

 

 

 

     目の健康は毎日の生活から 

10月 10日は目の愛護デーです。目を大切にするために… 

・テレビやゲームを見る時間を決めましょう。 

・絵本は正しい姿勢で明るいところで読みましょう。 

・時々、遠くの景色を見ましょう 

 

感染症について 
ヘルパンギーナ・RSウィルス 

新型コロナウイルス感染症・感染性胃腸炎・

百日せき等は治ったように見えてもしつこ

い菌もあるので注意しましょう。 

   予防は、手洗い・咳エチケットが 

   有効のようです。また。下痢 

や嘔吐を繰り返すなどの時はすぐに 

受診しましょう。 

 

 

       

発熱の時の対応 

 

寒気を訴える場合は温かくし、全身が暑い時は 

頭部やわきの下などを冷やします。高熱の時は 

汗をたくさんかくので、脱水症状を起こさない 

ように水分補給をしましょう。熱のほかに発疹の 

有無、下痢、嘔吐などを確認しましょう 

 

 

 

衣 替 え 

例年通りの気温であれば 9 月の後半は長袖を着用す

ることが多いですが、今年は、気温が高い日が続いた

ので、長袖の出番は 10 月に入ってからになりそうで

す。朝晩と日中との温度差に対応できるよう薄手のジ

ャンパーがあるといいですね。 

その日その時の気温や天候に応じて、衣類の調節がで

きる力を養っていきたいなと思います。 

 

ハロウィン 
「トリックオアトリート（お菓子を 

くれなきゃいたずらしちゃうぞ）」            

10月 31日の夜、子どもたちはそう言いなが家々を

回ってお菓子を貰います。キッズ園では、ハロウィン        

ごっこを予定しています。 

 

我が子がお友だちとケンカをしている様子を見て、どのように対応します

か？ケンカの度合いにもよりますが、おそらくほとんどの人がすぐ止めに

入るはず。他の子とその親とのトラブルを避けようとするあまり、「ごめん

ね」「いいよ」の言葉だけを子どもに強要し、「シャンシャン、めでたしめでた

し」としないことが大事だといいます。 

頭ごなしに否定して謝罪や譲歩を強いると、その場ではいう通りにしても

子どもは納得できず、同じことを繰り返すのだそうです。 

お友だちと遊ぶ時は親が同伴していることが多く、子ども同士のケンカを

親が目にする事は日常茶飯事。そしてケンカの時、大人はつい、泣いている

子をなぐさめ、泣いていない子を攻めがちではないでしょうか。しかし専門

家によると、その対応は NG なのだとか。同じ境遇でも『すぐに泣く子』『我

慢強い子』『その場で泣けない子』がいるとのこと。親がすぐに自分の子を

責めると、親子の信頼関係を損ねる恐れもあるのだそう。とっさに叱る前

に、まずは子どもの話を聞いて、気持ちに寄り添うことを心がけましょう。 

 その時に気を付けたいのが、ケンカ自体を怒るのではなく、ケンカの原因

や内容に焦点をあてて、解決策を子ども自身に考えさせるようにすること

です。そもそもケンカは、自分の主張と相手の主張が違うことが起因であ

り、ケンカを通して自分中心の考えから一歩進んで、ルールやマナー、コミ

ュニケーションのとり方を学ぶよいきっかけになるからです。 

こどものケンカは「大きな成長のチャンス」 

 

  お 知 ら せ 
第 1７回かかしロード２８０ お面かかし入賞 

個人の部  やはた たくとさん 
 

 

   


